Range of Marriage in Southern Thailand: A Case Study in a Thai-Islam Community by 矢野, 暢
Title南タイにおける通婚圏の形成
Author(s)矢野, 暢







東南アジア研究 7巻 4号 1970年 3月































は じ め に
本稿は,先に執筆 した ｢南タイの土地所有- タイ ･イスラム村落におけるケース ･スタデ
ィ -ー ｣ (本誌第 4巻第 5号掲載)に続 い て,南タイにおける socialcommunication の社会
的 ･経済的基礎を探 る試みである｡
人口の流動を特定の土地に定着 させる契機 として,あるいは人口の移動を招 く契機 として,
婚姻はもっとも重要な役割をはたす｡婚姻と社会的流動性 との深い関連についてはすでに多 く
が語 られている｡ 本稿では,なかでも婚姻による人目の地理的移動 ･拡散に着目して,筆者U)
調査地 ドー ン ･キ レク村1)の住民が形成する通婚圏のひろが りを調べてみようと思 うo婚姻に





を もつか らである｡婚姻をめ ぐる文化様式を,なるべ く詳細 こ,そcJjrl政さ (rigidity)｣や ｢く











郡 内 他 村
県 内 他 郡
他 県
計
注 :タンポン(tambon)は行政村を意 味 し,タンポン･パ､ンォンには, ドー ン･キレクを含めて
7muubaanがあるC
1) ドー ン･キレク村の特徴については拙稿 ｢南タイの土地所有｣ (以下 ｢L地所有｣と略称する)pp.
10-12に記しておいた｡なお,本稿では, ド-ン･キレクを ｢村｣と便宜上呼ぶが,正しくは muu






















表 2 年代 (現在の年齢)別初婚年齢 (男子の場合)
?




本稿の準備を進める上で絶えず多面的な刺激を与えてくれた AmericanUniversity の Southeast
AsianStudiesGroupにも感謝の意を表したいと思う｡そのはか JohnH.Badgley 教授 (SAIS,











35,35,35,36)｡このうち2人 (31,34)は,ポノ (poれo,pOndokの タイ語での呼称)留学で
表 3 年代 (現 在の年齢)別 初婚年齢 (女子の場 合)



















(1) 息子の両親による選択で,被選択者のほうでも両親の意思が決定に働 く場合 (ph〇〇met
bankhap,ph〇〇methaahai).
(2) 息子が自ら捜すか,息子あるいは娘の個人的意思が婚姻に強く働く場合(baaeeng)0












ruu)(3)性格 (khwaam-penkhondi) などoj実用的条件がごく常識的に判断の根拠 とされ
る｡ かりに相手の｢いえ｣に犯罪者がいようと,それは結婚の妨げとは考えられない｡ むしろ,
それら以外に,相手の家族との交際の容易さ (sangkhom kandaidi)という条件が通例とし
て加わる｡ これは,この村に ｢い え｣の意識が欠如している以上家格の対等や家風のことでは
なく,あくまでも地理的距離のことである｡もっとも好まれるのは村内嫡 (baandiaokan)で
ある｡村外姫の場合は,不便を理由に婿資金を高 く要求する傾向がみられる｡ 村内姫は,必ず
































｢× :この 子の00になにを 要求 する
か｣と訊 く｡その解答いかんによって,
仲介人は 幾度か 足を運んで 取引 の仲介
･1･行なわねばならない こ 且 予U_〕丈は, この段階で値引き (kh〇〇lotlong)を求めることがで
き,時 には活を日航に戻すこともありうる〕
ふ-)う娘uJ粗C/)求めろ条件日I, (1)I,京U)新築,('2)現金, (;ミ日 1)と(-2)の双方,の三つにわかれ
る｡J束oj新築だけuj場合でも,建築費を現金で婚姻契約式以前に手渡 し,契約式で少額の現金
を手渡すことになる.｣ 婿側が支払う現金つまり婿真金を, biakhanmaak (｢ベテルナット
C/)容器U)かね_メc/)忠)という,条件に｢いて合意がととのうと,し自二ちに婚礼oj口取りを精霊師
(mo〇phi)に依頼 して,誕/打 l合せで定めねばならない｡ 婚礼o)目の前 rlに,イスラム法 に
よる婚姻契約｣･じ(nika.雨タイC:)人間はなまって likaという)が行なわれ,同時に biakhan
maakが手渡されるcJ)が通例である｡しかし,これらは,婚礼の1週間前になされることも可







































様 式 l 例 数 l 小 計











ツ,最高 5,000バーツである｡ 通例は2,000-3,500バーツ の問におさまるが,筆者は事実,
5,000バーツの例をみた｡再婚の場合は,相当に金額がさがる｡
花嫁の側が,受けとった biakhanmaak をどう使用 したかを,中央宋落 (104世帯)で聴
き取 り調査 した結果が表 6である｡
蓑 6 Biakhanmaakの使途 (中央宋落を調査)
使った主体
妻 の 両 親 亘)
































ドー ン ･キレクのイマムの登記簿では,写真 2を解読するとわかるように,婿資金 biakhan
maakが ngansikhawen(タイ語と マレ-語の混交語で結婚契約金の意)と記録されており
(この写真の例では総額 2,000バ ーツ｡ 1,400バーツと600バーツの分割払いとなっている),釈
方の区別はない｡またイマム-の謝礼は花嫁側 が払い,25バーツが相場であるが,食事だけで
払わない場合 もありうる｡
しては,部屋の飾 り付け (200バーツ),花嫁側の ベッドおよび寝室の 新造 (500-3,000バー

























2. 婚 姻 後 居 住




ょうだい問順位が最下位である点である｡ ドー ン ･キ レクにおいては,両親ともっとも長 く共
表 7 婚 姻 後 居 住 の 実 例
?【
?
年 齢 i初 ･再婚 L長ようだい豊 山Ji地 l 婚姻後居住





??? ??? ??? ?
表 8 ドー ン･キレクにおける婚姻後居住
天- T 妻 l 双方
家繭 続 L 家由 続 E 家産福続1
そ の 他 日 計
???
?
Li･ i 63 t 86
? ?? ??
??
290 1 54 1 33
注 :1)patri- neo,matri-neoの場合はそれぞれ patri,matriに加えた｡
2)村外lIL/i:_とは,結婚当時まで ドー ン･キレク外に居住したことを示すo
住 しうる (yuukapphつつmEenaanthisut)ことが家屋 ･屋敷地相続の条件になるため,莱
了がそ0)点優遇されやすい｡ したがって,末子が配偶者を迎え入れる形になる傾向が顕著に生





















図 1 ドー ン･キレクの親族称呼













































.撃 A 8.Ex急 も 5)
同居 している型である｡







蓑 9 ドー ン ･キレクにおける家族構成の類型


















計 目 視 婿
紺





















拡大家族 ExAlは,子供の婚姻後居住が matrilocalであれ patrilocalであれ当然生ずる類
型である｡ しかし,長期的には永続 しない不安定な類型であると考えられる｡なぜなら,有配
偶の子はいずれ別居 して核家族をつくるか, あるいは他の きょうだいが分立して,拡大家族






拡大家族ExBは, ドー ン･キレクではもっとも普副 内な拡大家族の類型である0両粗より
尾敷地を相続する有配偶の子だけが両親と扶り,他のきょうだい がすでに分立した型である｡
(この型を生み出す土地所有 ･相続の法則については,拙稿 ｢土地所有｣を参照されたい｡)
拡大家族 ExC は1例だけ得 られるが,これも過渡的な不安定な型とみてよい｡なぜなら,
同居きょうだいはいずれ分立し,ごく典型的な核家族に移行するからである｡








図 4 拡大家族ExDの実例 (数字は年齢を示す)
? ? ????? ? ? ? ?
?
?
? ? ? ?
?
矢野:苗タイにお目ナろ過婿圏の形成













凪潮はみられ左い｡仏教徒的左同情の.lL,tJq情 (henduu,sons:ltln)は 臓昔にみ られ,この点 ドー ン
･キレクはタイ化 しているといえよう0 1位是,村尺にきくと,十供 が左い畔に養子,Trもらうこ
とによって,徳 (bun)がさずかろ,と答える02例とも他村からのもらい子である｡ 1棚 こ





型 の/J:_じ方 ･分かれ方に働く社会的 ･経済的要閃,を求めるほうが木棺の主題にかなった汀･こしい
問題意識だといえよう｡
ここに興味深い一つの実例がある｡図5は,レ･サ-イサ- ツト (lesaaisahat) とその妻
fir鋸とする3代にわたる系譜図である｡ レ･サ-イサ- ツトは中央宋落に鎮まれ,婚姻後,｢無
断耕作 capcつつng｣により村の最南端付近の森に約50ライの土地を獲得し,そこに移住 し,糟
準核宝族を 形成 した (図6A)0 10人の子供を もうけたが,第 1子は天山を して村をJHIT,第8
子は幼 くして死亡 し,残る8人がその土地の牲前 分割を受けた (図6参照)0 8人は,婚桐に
より村外に移住 した第7子を除いて,婚姻に際 しては 自分の分け前の 土地に新居 住をなした
(図6B)｡木表には第5手が残り,屋敷地を 相続 することになった｡労働力として,もっと
も長期にわたって両親をたすけうる年配に当たっていた偶然による｡
ところが,図5巾にいわゆる第 3世代は22人 (すべて既婚)の多 くを数え,その内9人が村
475
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図 5 サ-イサ-ットー 族の系譜



















外に居住 している｡ レ･サーイサ- ツトの第 3子の子供 (2′,2〝,2′′)は,3人までが,父の
土地に新居住をな している｡ 第6子は,2人の子供がいずれも matrilocalを強いられたため,
現在高齢ながら夫婦家族 (MC)を形成 している｡ 現在,家屋の配置は図6Cのように変わっ
てきている｡村外に出ていた第 7子の土地に,その了･供(6′)が, 新店住 しているのが注目され
る｡
サーイサハ ット一族の例は, ドー ン･キレクにおける,婚姻後居住と家族構成および土地所
有 とのあいだの密接な関係を物語っている｡
ド-ン ･キレクの各地に見 られる家いえのクルム (klum-小乗落)の形成史をみると,お し
なべて,サ-イサ- ツトー 族が 辿った のと同じプロセスで 形成 されたことがわかる｡すなわ
ち,まず単一の核家族が無断耕作によって広い土地を獲得 し,子供の婚姻に際 して,生前予定
























図 7 ドー ン･キレクにおける派生鮎客形成の概念図
･!cD ,-i.i














































表 10 ドー ン･キレクにみる複婚例


















る｡ 夫のほうは,例 1と例2とが社会的地位の 高い点で 類似 して いるが,例3と例4では,
土地所有絶対量の不足が目立っている｡ 事実例4においては,複婿は土地を求めて行なわれて







正妻 (mialuang)と鑑安 (mianLl〇i) との 区別が存在する｡他のイスラム社会と違い,タイ
には姓 (naalnSakun)a)制度があり,これが微妙に第 1妻と第2妻とをわける要素として働い
ている｡
これらの点を ドー ン･キレクにおいて上記 4例について検討 してみたところ,次のようなこ
とが気付かれた｡まず戸籍記載をみると,第 1妻 ･第2妻の双方の戸籍に夫の名前が記載され































































ケースⅡ 仏教徒の男が改宗 してムスリムになることによりイスラムの女と結婚 し,入村 し
て来る場合
ケ-スⅣ 仏教徒の女が改宗 してムスリムとなることによりイスラムの男と結婚 し,入村 し
て来る場合
調査当時に生存 している ドー ン･キレク住民関係者について,この4グループの例の有無を
調べてみたところ,それぞれ次のような事例数が得 られた｡
ケ-スI O ケースⅠ 2





















例4 38才の男｡再婚｡妻は39才でやはり再婚｡男は近 くの仏教部落d)出身, ドー ン･キレ
クの女との初婚に際してムスリムに改宗｡離婚後,再び ドー ン･キレクの女,現在の妻と
結婚する｡ 財産なし｡
























































改 名 前 の名 新ムスリム名
男 phong -j cesen
男 d3en → Cehem
女 ian → cEno
女 chin → mo
改名は,婚姻契約式 (-カ)の折になされる｡
第3に,結婚に際しては,通常の婚姻契約式 (nika)がなされねばならない｡しか し,以上




















例 : phromhaacIlaibindetsanaamwong sinsamut
































北部のラノ- トやサティンプラは,主として米作や漁業を行なう地帯で, ドー ン･キレクとは
なじまない傾向をもつのにたいし,南部諸郡はマレイ文化圏と近接 し,す ぐれた私設イスラム
6) ドー ン.キレクにおける婚礼の儀式をみると,屋敷地入り (khaoboriweenbaan),家入り (khao





いろいろな他の集落を ドー ン･キレク住民がどう意識的に区別 しているかは興味深い｡先に
も述べたように, ドー ン･キレクは村外に二,三の派生村を有している｡ これらの集落には,
村民がある種の親近感を もって いることは否定 できないし,日常的な接触範囲にもなってい
る｡これらは独立の範噴となろう｡
次いで,派生村ではない他集落が来るが,この場合,隣接するタ-カーム村は,行政上は他
郡に属するが, ドー ン･キレクとの通婚は少なくなく,特別な扱いを受けている｡ こうしてみ
ると, ドー ン･キレク住民の意識にある地理的な枠を,意識される遠近の順に整理 してみると
次のようになる｡
1. 他 県
2. 遠 隔 他 郡 一 北部沿海諸郡
｣ 南部 biling｡a.諸郡
3. 非 派 生 他 集落一 丁- 非隣接集落
- 一隣接集落
4. 村外 派生 集落




















らの流入はわずか 1例 (例 3)だけで,あとは,ソンクラ-より北部に位置する仏教地域から
の流入である｡ これは言語と関係する事象であろう｡ パタル ン県のタイ ･イスラムは,内陸湖
タレ一 ･サップを介 してソンクラーと琴易に接 しうる地点に点在 しているので,例 4があって
も不思議ではない｡ナコーンシータマラー ト県との通姫が4例もあるのは興味深いが,よく検
討すると,例 1,例 2,例 6 (例 1と例 6は兄弟)の場合は,両親あるいはそれ以前の世代が
かつて ドー ン･キ レクに居住 したことがあり,そのため親類がこの村に相当数あり,僅少なが
ら両親がこの村に土地所有をなしている例もあって納得がい く｡
蓑 12 他 県 と の 通 婚
＼訂-空耳夫婦別i】
例 l L 夫 ;
?
?

























i-完 工 ~｢ -1I/3 E両親嘉 蒜 言古二 ¶-I
イスラム 1 2/6 1両親早期死亡｡水田4ライ相続｡
竺 竺 1-;,'47ィスラム l









情がなく,将来起こりうるケースを暗示 している｡ 例 3の男は,兵役中にこの村に遊びに来て







例 1 5/8 neolocal 例 4 4/4 matrilocal
例 2 2/2 matrilocal 例5 2/5 neolocal

































い間順位 特 徴墓家墓 l初 ･再婚
嘉 こ 聖 l夫婦Bu l年齢 !仏 教 l初 婚@l 1 * 29
例 2 1 夫 l 64 1イスラム
例 3 1 夫





















表 14 チ ャナ郡 との透析
㌔--､ 夫 婦 別 J年齢







32 Lイスラム F初婚 , ? :妻の生家は漁業を行なう.
例 3 Z 妾 f 31 イスラム 1初婚 】 1/3 1夫,ポンド留学先で知り合う｡





















お わ り に
以上で,本稿の主題,通婚圏の形成についての検討をおえたい｡
本稿には,大きな欠点と思われる点が一つあるかもしれないO それは,もっぱらド-ン･キ
レクへの人口の流入についてのみ分析 し, ドー ン･キレクからの人口の流出についての検討を
怠った点である｡しかし,通婚岡の拡がりと特にその形成の態様のおおよその傾向を知る上で
は,以上の分析でこと足りると考える｡ ドー ン･キレクの｢豊かさ｣はむしろ人口流入を招 く





圏の態様は,ひとえに ドー ン･キレクの土地経済の安定とある程 度の豊かさを示 していると考
















最後に,本稿の冒頭に予告 したように,表 1に修正を加えた通婚圏の表を新たに掲げてお く
(表15)0
491
